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今年の女性医師支援シンポジウムは、前半に平成 28 年度「女性医学研究者支援事業基金」の研究支
援を受けた国際環境・熱帯医学教室の吉井亜希子特任助教の研究報告と医学部 4 年生 7 名による研究プ
ロジェクトの研究発表が行われます。吉井氏は、昨年の夏にパフ。アニューギニアの現地調査を行いまし
たので、その成果が発表されることを期待し、楽しみにしています。また、 4 年生の学生は、自ら志望
した研究領域で実際に自分の手を使って研究を行った成果を発表します。この試みは昨年から始まりま
したが、同級生の前でスライドを用いて口頭発表するという機会は、話す方にも聞く方にも大きな刺激
となることがわかりました。今年も、この刺激が将来の研究者の芽を育むきっかけになることを願って
います。
そして、後半は「キャリアパスの多様性」に注目した講演会を行います。今回は、大阪と福岡で活躍
されている 2 人の先生方にご講演をお願いしました。ユニークかっパワフルな先生方の話を聞いて、若
い皆さんがどんな刺激を受けるのか、今から楽しみです。女性医師は、卒業と同時に大きな責任のある
業務を担います。それだけでも大変な中、 20 歳代から 30 歳代にかけてはプライベートの生活も大きく
変化することが多いので、おそらく女性医師の数と同じだけキャリアパスにはバリエーションがあるだ
ろうと思います。
一方、卒業し働き始めると落ち着いて考える時間がなかなか取れなくなるので、まだ時間に余裕のあ
る4 年生くらいの時期に、少し先の自分の将来をイメージすることは意味のあることではなし、かと思い
ます。というのも、イメージ通りに行くかどうかは別として、さらに言うとイメージが変わる可能性も
十分あるとしても、とりあえず、今の自分と将来の自分を 1 本の線で結んで、おくことにより、日常生活
にベクトルができます。そうなると、その軸を基準として進んだり変更したりすることができるので、
将来への不安が減り気持ちが安定します。さらに、より具体的な目標も生まれてくるので、日々の学習
や生活が自然と効率的にまわるようになってきます。
人生には 2 択の機会が山のようにあります。今回の講演を聞きながら、節目ごとに自分だ、ったらどう
するだろうか、と自問してみてください。おそらく、ぼんやりとした自分の将来像が描けるのではない
かと思います。スタートは同じでも、そのイメージ像は、人それぞれ大きく異なることでしょう。この
機会を通して、皆さんが自由に大胆に将来をイメージされることを心より願っています。
-4-
